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対談を翻訳したものである。対談は≪Une saison en enfer≫: 













































（Accepted October 28, 2015）
Exegesis of “Une saison en enfer” by Philippe Sollers
Naoyuki KOYAMA＊
Abstract: This article is a translation into Japanese of the article entitled ≪Une saison en enfer≫: ALLER ― 
RETOUR, which was published in L’INFINI no.122 in 2013. According to Sollers, absence of the 18th century and 
the romanticist society or subjects appear to Rimbaud as Hell. To Go in Hell means to criticise the contemporary 
society. But at the same time, Rimbaud tries to return from Hell by inventing a new type of reason and a new form 
of love. In this point Sollers finds in Rimbaud a precursor of Nietzsche and Heidegger. Furthermore, he thinks that 
Rimbaud is enlightened by gnostic lights in origin.
Key words: Philippe Sollers, Arthur Rimbaud, Une saison en enfer, Lautréamont
 49フィリップ・ソレルスによる『地獄の季節』の解釈
 







































































































4 「歴史的」historiqueと「歴史学的」historialの区別は、ハイデガーにおける Geschichteと Historieの区別に呼応している







6 「カフカの日記」1922年 1月 27日。Cf. 『カフカ全集 VI』近藤圭一・山下肇訳、p.355、新潮社、1959年。
7 『地獄の季節』冒頭部分。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.246。





































から来ています。il y a « dis »というのは「すでに数日前











































10 「錯乱 II」。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.295。
11 三つの対神徳とは、「希望」espérance、「慈愛」charité、「信仰」foiを指す。
12 冒頭部分。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.246。






































真理を所有することが私には許されるだろう」Il me sera 
loisible de posséder la vérité dans une âme et un corps……15。
Ph. ・ソレルス　：　その通り。そしてそれは「一つの魂





















































20 ソレルスは「何人も悪魔以上にカトリックではない」Personne n’est plus catholique que le diableと引用しているが、訳者が
探し得たかぎりでのボードレールの表現は「悪魔よりもカトリック的な何者かがはたして存在するかと言い得るでしょ
う」Existe-il, pourrait-on dire, quelqu’un de plus catholique que le Diable（ヴィクトル・ド・ラプラド宛て 1861年 12月 23日
付け書簡）であり、若干の違いがある。Cf. 『ボードレール全集　第二巻』阿部良雄・豊崎光一訳、p.424、人文書院、
1963年。
21 「錯乱 II」。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.290。
22 Ch. ボードレール「サタンへの連禱」。Cf. 『ボードレール全集　第一巻』福永武彦訳、pp.96-98。

























































































































































































46 A. ブルトン「作家会議における発言」の最終部分。1936年 6月 21日より 25日までパリのミチュアリテ会館において開

















































































































































































































































































































































83 「マタイによる福音書」第 25章 1-13。
84 「錯乱 I　狂気の処女」。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.270。
85 同上。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.271。この場合の hommeは「人間」と訳されるのが一般的だが、対談の文脈で
見ると「男性」と訳すほうが相応しいと思われるのでここではあえてこのように訳した。

















































































91 P. ヴェルレーヌ『叡智』より。Cf. 『ヴェルレーヌ詩集』橋本一明訳、pp.204-205、世界の詩集８、角川書店、1967年。





97 「錯乱 II　言葉の錬金術」。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、pp.281-282。
98 同上。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.290。
99 ランボーは当初「それは　太陽とともに　／　行ってしまった海だ」C’est la mer allée / Avec le soleilとしていたが、『地

















































































なるものも巧みにかわしたりはしない」J’ai fait la magique étude / Du bonheur, que nul n’éludeであったが、『地獄の季節』
に引用されるさいに「いかなるもの」nulが「誰も」aucunに訂正された。




























歌うたびに」Du bonheur, qu’aucun n’élude / Salut à lui, chaque 
























































111 「ヨハネによる福音書」第 1章 1-4。
112 「創世記」第 1章 16。
113 「不可能」。Cf. 『ランボー全詩集』前掲書、p.296。
114 ソレルスは自作のLes Voyageurs du Temps の中で「寄生者」Parasitesと「獣」Bêteとの間の寓話を展開してい Cf. Philippe 
Sollers, Les Voyageurs du Temps, Gallimard, 2009。




















われます。「最も暗い様々な都会で、朝ニ ad matutinum、 



















































































































































131 Cf. M. ボス編M. ハイデガー『ツォリコーン・ゼミナール』木村敏・村本詔司訳、pp.235-236、みすず書房、1991年。「『存
在と時間』の中の「時熟する（zetigen）」と「時熟（Zeitigung）」のフランス語訳についての質問に対するボーフレの返














































































140 「ヨナ書」第 4章 6-7。
















































































































































































































という光 la lumière nature の黄金の火花となって生きた」
と言うとき、ソレルスは、ランボーはグノーシス的な根源
的光と出会っている、と考えていると思われる。
上にも賎民、下にも賎民しか見られず、怨恨と、疾しさ
が渦巻くニヒリズムの世界から、自由に舞踏することを意
志するニーチェの哲学は、ランボーの「お前は解放される、
人間の投票から　／　共同の高揚から！　／　お前は気ま
まに飛ぶ……」という詩句に言い表されているのではない
か。またそのような解放はハイデガーの分析する通常の時
間の様態とは異なる時熟の形態をもつのであろう。
このような解釈の途中でブルトンの「世界を変革する、
とマルクスは言いました。生活を変える、とランボーは言
いました。この二つのスローガンはわれわれにとって一つ
にしかならないのです」という発言が槍玉に上がっている
のだが、あえてブルトンを弁護すれば、たとえこの言葉が
狂気の処女の口から出たにせよ、そしてそれが「もしかし
たら」でしかないにせよ、新たな愛、新たな理性、新たな
音楽を発明し、光の中で舞踏することを未来に託すこと
は、結局生活を変えるという素朴な言い回しにも凝縮し得
るのではないかと思われるのだが、どうであろうか。
いずれにせよここでソレルスはランボーを詩人としてだ
けでなく形而上学者としても扱っており、そのことがこの
解釈に、たんに字句の詳細な意味や語源の探索にとどまら
ない、つまりはたんに文学的な注釈にとどまらない、価値
評価的で思弁的な広がりを与えていると思われる。一八世
紀の不在とロマン主義そのものを地獄として捉える視点は
大胆なようにもみえるが、ランボーのテキストに厳密に
従っていけばそういうことになることもソレルスに指摘さ
れてはじめて訳者は了解した。訳者もまたランボーをたん
に詩人としてのみ読んでいたのである。ランボーをのちの
ニーチェやハイデガーにつなげ、さらにグノーシス的な
ヴィジョンのもとでみると、ソレルスにとってのランボー
がどのようなものなのか明確になる。ソレルスにとってラ
ンボーはニヒリズムを克服するために闘った精神の闘士で
あり、新たな理性、新たな時間の様態を先駆的に予知した
者なのだ。また彼にとってランボーはロマン主義的な主体
と道徳双方に対する批判という点においてロートレアモン
と切り離せない。ソレルス自身も現代社会に対する批判を
やめていないが、彼がランボーとロートレアモンを常に引
用することによって分かってくるのは、ソレルスもまた現
代社会をロマン主義的なものとして捉えているということ
である。ということはソレルスにとっても現代社会は地獄
として映じているということであろう。地獄へ行きそこか
ら帰還するというのは、地獄的な様相を呈する社会を批判
し、同時にその社会から解放されるような視座を獲得す
る、ということなのであろう。またランボーははたしてキ
リスト教的だったのか非キリスト教的だったのかという、
かつてクローデルとブルトンとの間で激しく論争された問
題があるが、グノーシスという項をもってくることで、キ
リスト教的なものの内部と外部がうまく収まる感もある。
 67フィリップ・ソレルスによる『地獄の季節』の解釈
同時にそのことによってソレルスの内部ではクローデルと
ブルトンは排除しあったりせずに共存できているのだろ
う。
ランボーをたんに研究のあるいは愛好の対象とするので
はなく、これほどまでにみずからの生きざまの血肉として
いる文学者を訳者は寡聞にしてあまり知らないが、できれ
ば訳者自身も自分が読んだものを、自分の思想や行動の実
質的な血肉にして生きていきたいと願うのである。
フィリップ・ソレルスによる『地獄の季節』の解釈
小山尚之
（東京海洋大学大学院海洋科学系海洋政策文化学部門）
要旨：　本稿は二〇一三年に「ランフィニ」誌第一二二号に掲載された「《地獄の季節》：行くこと―帰
還すること」と題された記事を日本語に訳したものである。ソレルスによれば一八世紀の不在とロマン
主義的な社会あるいは主体はランボーにとって地獄として現れる。地獄へ行くとは同時代の社会を批判
するという意味である。しかし同時にランボーは新たな理性や新たな形態の愛を発明することによって
地獄から帰還しようと努める。この点でソレルスはランボーのうちにニーチェとハイデガーの先駆者を
見出している。それに加えてソレルスはランボーが始源におけるグノーシス的な光によって照明されて
いると考えている。
キーワード：　フィリップ・ソレルス、アルチュール・ランボー、地獄の季節、ロートレアモン
